	実技課題「木工継ぎ手の作成」実施要領


１．実技課題概要
内容：課題図及び仕様に従い、3枚あり継ぎ、包み打ち付け継ぎ及び上端留め3枚継ぎにて接合された製品の作成
２．作業時間
標準時間

300分（5時間）



墨付け

標準60分
打ち切り90分




加工組立て
標準240分
打ち切り270分

打ち切り時間
360分（6時間）

墨付け作業、加工組立時間は別途採点基準となるため、それぞれの作業時間がわかるようにしておくこと。
３．準備事項

（１）　材料については、既に、木取りされたものを使用すること。（下記は1例である。）
　仕上がり寸法例として：外側寸法 250×250になるような継手の作成を行う。

	使用する材料（例）
	数量

	木取り例：板材　255×15×55　注）1
	4枚

	隠し釘　真鍮釘　16×25　（包み打ち付け継ぎ用）　注２)
	4～6本


注）1　板幅・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),のみ)のサイズにより、組み手の枚数は奇数枚にて変更すること。
　しかし、5枚組み手は、本課題例の3枚組み手より加工時間がかかる事が予想されるため、課題作成時間を増やす等の配慮を行うこと。
　長さについては、基準墨作成のため、仕上がり外端寸法より大きく取り、自動かんな、手押しかんな等で厚み決めをした材とする。

注）2　上記材料は仕上げに釘が見える構造である。その他、隠し釘、つぶし釘を使用してもよい。隠し釘の際には、目隠し用の材料、つぶし釘については、つぶし釘作成の台等の準備が必要となる。

４．実施上の留意事項
（１）　材料を配布し、大きな欠陥があれば交換すること。
（２）　時間管理を適切に行うこと。
（３）　課題実施後、速やかに評価シートを使い、訓練課題を評価すること。
（４）　安全上、指導員2名以上配置して実施することが望ましい。
【実施手順】
1 課題、厚み決めを行った材料及び工具を配布する。

2 実施時間、仕上寸法・組み手種類・ありの勾配について注意事項の説明を行う。
（※１※３）
3 墨付け作業のみを行う時間をとる。≪実施時間参照≫
・時間内に墨付け作業を終えた方は、加工作業を行わせず、待機させること。

・墨付けが最長時間90分内に未完成の場合は、加工組立ての時間内で作業をしてもよいが、その時間は考慮の対象としない。

4 加工組立作業の注意事項、テスト課題の内容確認、使用工具の確認、安全作業について注意事項の説明を行う。（※２※３）
5 加工組み立て作業を行う時間をとる。≪実施時間参照≫
6 加工時間内に作業観察評価を行う項目についての評価を行う。

7 課題の提出A面の終了時間・氏名の確認を行う。

8 製品課題の外観観察及びゲージを使用し評価を行う。

（※１）墨付け

1） 仕上がり寸法例として：外側寸法 250×250になるような矩形とし、接合部は、3枚あり継ぎ、上端留め3枚継ぎ、包み打ち付け継ぎ2ヶ所とし、墨付けする。

2） あり継ぎの勾配は2/10程度とし、自由定規等の墨付けとする。

3） 課題図に基づき、A・B・C・Dの部材を決定し、加工組立てに必要な勝手墨・加工墨を、鉛筆・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しらがき),白書)・け引き等で墨付けをする。

（※２）加工組立て
1） 工具一覧表の工具のみを使用すること。（記入に無い電動工具は使用しない。）
2） 加工組立ては、課題図に示すとおりとすること。

3） 組み立てる際に接着剤の使用は自由とすること。
（本課題例は、接着剤の使用時間については想定していない。）
4） 作品は、組みあがった状態で提出すること。

（※３）以下訓練生配布課題に記載の注意事項

１．使用材料は、中硬材とする。

２．墨付けは、白書・鉛筆・け引きで行うこと。

３．あり継ぎの勾配は、2/10程度とする。

４．上端留めの厚みは、5mm程度とする。

５．包み打ち付け継ぎの欠き取り深さは、板厚の2/3程度とする。

６．墨付け終了後、加工組立とする。

７．加工は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),のみ)・かんな・のこぎり等、木工手工具で行うこと。

８．標準時間は300分とする。(墨付け60分・加工組立240分）

９．休憩は自由とするが、作業時間に含めること。

10．作業終了後、手を挙げて知らせること。A面に終了時間・名前を記入すること。
【持ち込み許可物】
	作業に必要な工具
	個人で用意してもらうもの

	作業台
	のみ
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しらがき),白書)
	鉛筆（ｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝ不可）

	万力
	かんな
	け引き
	消しゴム

	はたがね（4本程度）
	両刃のこぎり
	直角定規
	

	（木槌）
	胴付きのこぎり
	さしがね
	

	（当て木）
	げんのう
	自由定規
	

	（きわかんな）
	きり
	留定規
	


【仕上がり状況】
	全体仕上り像
	3枚あり継ぎ
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	包み打ち付け継ぎ
	上端留め3枚継ぎ
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